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2. GPS 可降水量の同化 
 GPS(Global Positioning System)は，高度約 2 万 km を周回する約 30 機の衛星群から
発射される電波を利用し，時刻や位置を高精度で計測する測位・航法支援システムであ
る．GEONET は，全国約 1,200 ヶ所に設置された GPS 観測点からなる，高密度かつ高精
度な測量網の構築と広域の地殻変動の監視を目的とした GPS 連続観測システムである． 
本研究では、時間的・空間的に変動の激しい水蒸気の分布をとらえることが可能な GPS
可降水量に着目し、気象モデルにおける初期値の作成に国土地理院 GPS 観測網(GEONET)






本研究では 2004 年 7 月の新潟・福島豪雨の事例について数値シミュレーションを行
った。数値予報モデルには、Weather Research and Forecasting (WRF)（バージョン
3.0.1.1）を用いた。客観解析値には、NCEP Final Analysis(6 時間毎)、気象庁メソ客






















図1  3時間積算降水量（左：GPS同化計算、右：レーダーアメダス解析雨量） 
